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コナラ果実に対する落葉被覆が実生の発生と成長に及
ぼす影響
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摘要:上屑木を強くすかした林地にコナラ果実を描き付け,-筋炎敏昭が実生の発生と成長に及ぼす影管長を調べ

た｡また.LB協で,硲柴穀粒が地表下3cmの土壌の温度とpF佃に及ぼす影竹を調べた｡落手被詔の影矧ま.土

塊のpF催川こ対して抑若であったO被板晶200蛋m~2以下では土壌乾燥は急速に進んだ.一九 400grLr2以上で

は土塊托根は大きく抑制されたO実生の発生率は,被松虫90gm-2では5%であったが,被確立180glTL~2および

360g111L･'ではともに40%を示した｡1成長期を経た実生蕊は,被号堤-Liによって異なり,360gm~2では180gm-2

に比べ20%近く大きかったo実生垂については,果実並や爽生発生時糊のほかに,シュ-ト伸長株式が関与して

おり.llH柴被闇は先生発!l=F刷g]と二次伸長の促進にかかわっていた｡Flgい-lH柴被pi聖は,実生発生時川を遅らせる
那,二次仰ilを似逃したD好い諮柴被iYiがもたらす土域の誠11･11ユ維lが,二次伸長の促進を通して,実生の成長滋を
W.1加させると考えた｡
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1. はじめに

東北地方の都市近郊には,コナラ (恥e)cZLSSenlala

TllUnb)を主体とする洛柴広柴樹二次林が各所に分布して

いる川｡かつてはこれらの林は薪炭づくりや諮♯掻きなどに

利用されたが,今Elではほとんどが放'rB状態tにあり,伊勢の

恋い株立ち木が多く,概して低質な林相となっている｡近年,

こうした林を-7JI-の出かな雑木林にもどそうとする活動が全IiI
的に礁んになってきている-7-'33㌔ そこでは,他所でつくられ

た緑化糊料を持ち込むよりは,現存する植物逝伝糾殿を7講か

LJ3),日射毒の相生過程を取り入れて修復する方法が,強く支
持されているSL-'M)a

樹上から浴下したコナラ果実は,ノネズミの捕食や7芸慨 の

侵入など一越の生物掛 こ迎遇するが21),それらを回避できた

としても,その後の生残や成長は光,温度,水などの環境因

子に大きく支配される im盟21㌧ 一般に.上層木を切って林床

の光環境を改善し,さらに地表処掛 こより低木類や落葉屑を

除去することが,実生の定着を促すとされている'6327)｡しか

しながら,ナラ類の種子は肱の含水率がTjJく,落下後に乾燥

しやすい条件下におかれると容易に発芽力を失う】129㌧ この

ことから,関空皮の大きい林分などでは,諮下した果実が落

柴に被校されることが重要な悪味をもつとされている■2-70-28)O

コナラ種子に対する諮柴被鞍が実生の発生や成長に及ぼす

影哲を直接扱った研究は,きわめて限られているL5■8)｡まず,

洛半枚牧がどのような環境をもたらし,爽生の蒐生にとうか

かわるのか.よく調へておく必輩がある.格和被JAlが実生の

成良に及ぼす影響については,さまざまなI村係安田があげら
れるが321,地表下二ヒ髄の温度と水分もよが大きく関与すると予



想される｡また,よく知られているように,ナラ類は成長期

において周期的にシュートを形成し,こうした柴群拡大が生

残や成長に大きく関与するとされているL2r5910】3)

本研究では,コナラ実生の定着を促進することを目的とす

る場における果実落下後の活発被預のあり方について,検討

をおこなったOまず,落葉被校が地表下土壌の温度とpF値に

及ぼす影響を実験的に調査した｡さらに,大きく伐開した林

地で果実を実際に播き付けて落突破殻試験をおこない,被紹

益が実生の発生と成長にどのように影響するかを調べたD被

いに注目した｡

2. 材料と方法

21 落葉被校と地表下の土壌環境

活発被宅ilが地表下土壌の温度とpF伯に及ぼす影響を見る

ため,岩手大学構内の【霞l場の開放地で,2004年4月上旬より

lヵ月間実版をおこなった｡プラスチック製の円筒形ポット

(直径27cm,高さ38cm)に苗畑土壌を入れ,表面をコナラ

の清光で被絞したO供試土壌の炭素含有率 (チューリン法)

は約3%,土性は粗砂,細砂,シルト,粘土の割合が15%,

35%,290/.,21%で埴壌土に区分された｡ポット内土壌の容秩

重は,75-80gmlLlの範囲に調整した｡箔柴は,前年 11月

に岩手大学農学部附属滝滞演習林のコナラを主体とするLT-#発

広架樹林 (後述)で落ちて間もないものを採取し,実験室で

風紀したO諮来被怒処理は落菓無しを含め4処理設け (試験

ポットN,CA,CB,C｡),落葉に対し上から亜鉛引き亀甲金

網 (1辺1cm,560gmJl)で蓋をするように軽く押さえつけ

た｡被覆量は試験ポットN,CA,CB,ccでそれぞれ1m2あ

たり乾重Og(厚さOcm),204g(35cm),475g(82cm),

1,024g(177cm)であった｡後述の試験区での活発被鞍鼠に

比べ,試験ポノトC｡で相当多く設定したのは,影響を及ぼす

被現品の範囲を把握するためである｡試験ポットの繰り返し

は,それぞれ5個とした｡

実験は,4月2日に試験ポノトに十分な給水をおこない,そ

の後は給水を断ち雨水のかからない状態にし,5月5日まで

31日間にわたりおこなったOポットは土中に埋めて地表面の

レベルをあわせ,透明プラスチック製の波板 (遮光率30%)

で屋根をかけたO給水後,土壌が闘場等水量以下になるのを

待ち,4月4日から地表下3cm付近の土壌の温度と含水率の

測定を開始したo温度は,各被絞量処理ごとに1ポyトを選

び,測温抵抗体を用い30分間隔でデータ-ロガーに記録し

たo含水率は,各ポットで少量をサンプルし秤量びんに入jt

乾重ベースの比率を求めた｡含水率の測定はだいたい1週間

間隔でおこない,測定終了後,pF値と含水率との関係を遠心

分離法により求め,三次式で近似した0

22 播種試験

221 試 験 区

試験は,盛岡市の北約10km,岩手山南束龍に位置する岩

手大学jl望学部rifj属滝沢演習林のコナラ天然下種更新試験地I)

でおこなった｡試倹地の標高は190m,斜面方位と傾斜角は

コナラ米実に肘する諮難破号顎が尖生の発生と成長に及ぼす;.旨や 633

それぞれ南南東,50以下,土壌当里はBl.型であったO試験地

の北北西14km,標高214mにある演習林庁舎前の気象観測

(1987-1997年)によると,年平均気温94℃,年平均降水量

1,130rrullであった0本試験地では,1996年秋,1haあたり85

本のコナラ母樹を残して伐採をおこなったo杜樹の胸高直径

は24-49cm(平均41clll),樹高は20-27111(平均23m)で

あった01997年 10月,試験地の一角に09mx09mの方形

の試験区を6個設けたo試験区を配置した場所の相対EI射立

は,1998年7月の測定で散光条件下で約60%であった｡

222 播種と諮紫被朝

1997年 10月,試験地周辺のコナラ立木から落下した果実

を採取したO探恥 こあたっては,落下して間もない果実のう

ち,虫害や腐敗の見られない充実したものを選んだo採取し

た果実は,実験室に持ち帰り直ちに水通し,試験に用いたO

試験区では,草本や低木などの地上器官や地下昔旨官を除去

し,よく土壌を耕した後,整地したOさらに,試験区は,ノ

ネスミなどによる種子の捕食を回避するため,金網 (221)

を四方に張った銅製枠 (09mx091TIXO9m)で囲んだO鋼

製枠は地表下20cmの深さまで入れ,上面は金網を張った木

枠で兼をした｡

果実はそれぞれ重盗を測定した後,個体純別ができるよう

に各試験区で81個を,各列9個ずつ9列に配位した｡列間

は10cmとし,各列10cm間隔に果実を地表面に軽く押し佃

けて並べた.果実配置後,コナラのIr'6柴で被牧したo落紫は,

試験地周辺のコナラを主体とする洛柴広兼樹林で,｢21｣と

同株に落ちて間もないものを採取し調整した｡被怒品は3段

階とし (試験区A,B,C),｢21｣と同様に金網で諮柴を軽

く抑さえつけた｡試験区A,B,Cの被絞品は,それぞれ11112

あたり乾重で90g(厚さ16cm),180g(31cm),360g

(62cm)であった｡試験区の繰り返しは2回であったO

落葉で地表面を顎う際,1枚ずつ重ならないように敷き並

べ,地表面がほぼ見えなくなる量が托重で約70glll~2であっ

た｡また,1枚ずつ丁寧に敷き重ね,厚さが5cmに一連する諮

柴量が約290gm~2であった｡

223 実生調査

翌年4月中旬の消雪期以l埠,4月20日を調査開始日とし,

桂子上肺軸が洛東上から出現する経過を,5-10日間隔で記

録した｡上腿紬の出現は,6月中旬以降には見られなくなっ

たO本調査では,上肱軸の出現をもって実生の発生としたO

上腿軸伸長にともなう寂初のシュート形成に続いて,一部の

実生で6月下旬から7月中旬にかけて次の新たなシュ-ト形

成があった｡本論文では,それぞれのシュート形成を一次 伸

良,二次仲良,それぞれの菓群を一次伸長柴,二次伸長梨と

呼ぶOそして,一次伸長のみの実生を1回伸長型,引き続い

て二次伸長の起こったものを2回伸長型と呼ぶ02回伸長型

個体では,7月中旬以降,二次伸長に続いて三次伸長が見ら

れた個体もあったが,当該実生の数やそれぞれの葉-LIr'iはわず

かであったので,二次伸長に包含して扱った010月中旬,発

生した実生を掘り出し,実験室に持ち帰り,各器官の乾重を

調べたO上腿軸伸長の見られなかった種子については,掘り
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出して死亡原因を推定した｡なお,ノネズミなどによる種子

の持ち去りはいっさいなく,実生の葉における虫害も一難の

実生に限られ,かつ軽微であった｡

3.結 果

31 諮兼被覆量の土壌環境への影響

表-1に,落葉被役立が地表下土壌の温度とpF佃に及ぼす

影砂を示す｡被積立が増すにつれて,日最高地温は下がり目

舟低地温は上がったcLかし,日平均値については,被設量

による差はなかったO-rl'i架被ialrluがpF個に与える影軌 3:,大
きかったC実験開始時に2.3以下であったpF値は,実験開始

後 2週間で試験ポットNでは42以上に,試験ポットCAで
も28以上に達し,その後も乾燥が続いた｡これに対し,読

験ポットCB,C｡では実験開始後2週間のpF値の上昇はわず

かで,その後も大きな変化はなかった｡

32 突生発生

衷-2に,試験区における実生の発生経過を示す｡試験区

A,B,Cにおける実生の稔発生率はそれぞれ55%,396%,

409%であり,Aで低く,ら,CはAに比べ明らかに高かった｡

試験区B,C間のちがいは,わずかであった｡発生数の多かっ

た試験区BとCで発生の早晩を比べると,Bでは5月11日

までに稔発生数の半分以上が発生したが,試族区CではIJ3

であった｡実生発生所要日数 (調査開始日の4月20日から発

生日までのEl致)の平均は,訊験区B,Cでそれぞれ242El,

285Elであり,差は有意であった｡

上腿軸伸長が見られなかった種子については,試験区B,
Cでは梯子内容物が腐敗していたものが90%以上であった

が,試験区Aでは発根前や発根後に枯死したと見られるもの

が少なくとも30%はあった｡なお,すべての試験区を通じ

て,上脚 ･llJ伸長した実生で,その後に死亡したものはなかっ

た0
33 実生成長

331 米英韮と実生発生日の影智

図-1に,実生重を果実並とのl姻係で示す.試験区A,B,

Cともに,実生重と果実重との間に正の相関が認められた｡

相関係数は試験区A,B,Cでそれぞれ070',060'',

0.52●●(●はp<005で有意,日はp<001で有意)であった｡

また,実生重は,試験区全体を通して2回伸長型のものが 1

回伸長型に比べ大きく,試験区ごとでもA,Bで有意差が認
められた (表一3)｡試験区全体を過して1回伸長型と2回伸長

秦-1 諮半枚預が地表下3cmの土壌の温度とpF佃に及ぼす影響

Table1 lrLnuenCeSOHlttelcoveringOnSO1日ernpelatuleandpFvaluelnthedepth3clll

pot Llttel Soiltemperature(℃) pFvalue

Apr4 Aprll APT19 Apr26 May5(no) (gmー2) Mean Mm Max
N 5 0 LO81-±19 74b±19 15伊±32 226と027 354 518a±114 521Aj:036

cA 5 204 1063±18 76b±19 14 1bj:26 (226) 281 307b±017 311 332b±026

Cfl 5 475 109'±19 77'b±25 138b±25 (226) 253 248C±023 251 254C±003

cc 5 1,024 108】±17 87a±1.9 132bj:21 (226) 248 246C±020 230 259C±021

温度とpF借欄の数字は平均値 (Schefft:の多盃検定,p<005)と標準偏差｡輿なるアル77ベットは有意差を表す｡Mean,MLn,
MaxはそれぞれEl平均,日滋低,日最高地温の実験糊問平均値｡4月4日のpF値測定は試験ポットNのみ,他の試験ポットは試験
ポットNと同じと考えた｡pF42以上は外挿法によった｡

Nurneralslntemperahu･eandpFcolum saremeans(Scheffesmultlplerangetest,p<005)andstandarddevlatlOnSDlfferentalpha-
betsshowslg】1抗cantd)frerenceMean,Mln,andMaxaremealuOrdallymean,mlrumum,andmaxlmumSOUtempel▲atureSdunng
theexpenmelltalpellOd,respectlVelyMeasulementSOfpFvalllelnApn14WeredonefolOnlyPotN,collSlderedthesameforthe
otherpotsasLIOl-PotN･ValuesofpFexceed)llg42wcrcfromextraI)01al)on

秦-2 実生の芽邑生経過

Table2 TinleCOurSeOfelllergenCeOfseedlings

plot L)tteL' Acorn NumberofsecdllngS(no) R Mean

(no)(1-12)(gm-2) (no) Apr22 Apr29 May5 May11 May15 May22 Jule2 (%) (day)
A 2 162 90 164 0 0 2 2 4 8 9 55 279nt'±90

0 2 0 2 4 1

B 2 162 180 164 0 3 22 36 44 56 65 396日 2421'±99

3 19 14 8 12 9

C 2 l_62 360 164 0 0 5 23 33 55 66 402●' 2851±84

0 5 18 10 22 11

試験区の大きさは09mxO9m｡実生数の上投は各調査Elの観察致,下段は期間内発生数｡Rは実生鑑発生率を表し,最終調兼Elの

実生数を供試果実数で割った値｡試験区B.CについてAとのちがいをZ検定した (●●はp<001で有忠)｡Meanは実生発生所要El
致 (調査開始から発生までの日数)の平均 (Schefliの多重検定,p<005)｡異なるアJL,77ベットは有意差を表す｡

P)otsIZeLS09nlXO9m Uppel-andlowernumeralslnCOluTLrLOfnumberorseedJlngSShowforobseZlVedseedllngSateachdayand

newrecrulteSdullngAleper10d,respective)yRshows1-atlOOrSeedlingemergence,percentageOfseedllllgSObseIVedaLtheLast
lnVeStlgatlOnagal】鳩tacornsSO､VnDILrerenceorP)otBorCfromAwastestedbyz(… sLgnlrlCantatP<001)Meanshowsaver-
agedvalueofdaysfrommvestlgat10nStarttOelllelTgenCe(Scheff6'smull)pleIangetest,Pく005)DLffelentalphabetsshowslgnlficaLnt
dlfrelenCe
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図-1 果実重と実生並とのr姻イ系

相関係数は試験区A,B,Cでそれぞれ070.,060■暮,052日 ('はp<005,''はp<001で宥恕)O国中の直線は回榊式によ
る｡黒丸は1回仰長型,白丸は2回仲良型の実生｡

Flg1 RelatIOnShlpbetweensee血illgWelghtandacornwelghtCoITelat)oncoefficlentS Were070●,060■●,and052‥(●slgnifl-
Cantatp<005,̀暮･sLgniBcantatp<001)StraightILneSWeledralm bylegreSSLOnequatlOnSClosedcLrClesweLeSeedlmgs
ofoneBashtypeandopenoneStwomashestype

秦-3 実生のシュート伸長型と器官重宝
Table3 WeLghtoforgaJ鳩aSrelatedtoshootgrowthtypesofseedlings
PLot Seedllng Welght(g)

Type (no) L SB R Total

A I

II
B 1

II
C I

ll

A,B,C I
仙

4 009btO05
5 045"tO19
25 022レ±0ll
40 048n±026
6 021b±009
60 0493±022
35 0 20b±010
105 0493±023

0108±007
0323±019
015b±008
025■±013
020b±004
031a±016
015b±008
0293±015

058a±055
141aj:069
091a±047
1091±049
iO2a±049
113u±058
089t'tO.49
113】±055

077b±064

218a±106

127b±064

182■±081

143d±057

I93-±090

124b±063

1904±087

タイプJ,llはそれぞれ1回伸長型,2回伸長型｡並立とT爪 牢の数字は平均値 (we)ch,p<005) と標準偏差｡異なるアルファベ ッ
トは有意差を表す｡L,SB,Rはそれぞれ紫,幹枝.根｡
TypeslandlIshowonemashtypeaLrLdtwomashestype,respectlVely NumeralsLnWelghtcolurrLrLalemeans(Welch,p<005)arLd
standarddevlabOnSDlfrelentalphabetsshowslgnlflCantdlfferenceL,SB,andRrepreserLtleaves,stem andbrarLChes,androots,
I-eSPeCtlVely

(
叫
)

)
も

1
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仙
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o 1
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Eg)12 実生発生所要EI数と実生重との関係

実生発生所要日数は調査開始日の4月20Elから発生日までの日数｡相関係数は試験区A,B,Cでそれぞれ1010,-032●,
-0_43''｡

Fig.2 RelatlOnShlpbetweenseedlulgWelglltanddaysuptoseedllngelllergenCe.DaysuptoseedllngemelgenCealeOneSnOmday

oflnVeStlgatlOnStall,Apn120,todayoremergenceCone)atlOnCOefflC)entSlnPlotsA,B.andCwere-010,-032',and
-043日,respectlVely
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図-3 米英並と実生発生所要El数との関係

相関係数は試験区A,B,Cでそれぞれ-012,-016,-001で,いずれも有意でなかった｡
Fig.3 ReLau0nShJpbetweendaysuptoseedllngemelgenCeandacom we]ghtCorrelatlOIICOefficLerttSWet-e-012,-016,arLd
-0OILllPlotsA,B,al一dC,respecLLVely,allofwhLChlVereLnSLgniflcanL.

秦-4 実生成長に及はす落葉被ryの影響

Table4 ErrectsoflltterCOVeru1gOndevelopmentofseed)LngS

PLotNumbe)orTypeIJ Welght(g)
see(llLngS (%) L.S, LC,MI L SB R Total T侶 rat)o

A 9 56̀ 0173±012 021aj:011 029uL'j:024 022ab±018 104a±074 155aL'±113 050⊂±012

B 65 62日 0233±011 023a±017 0381'±025 021b±013 102a±049 16lb±079 060レj:026

C 66 91 022u±010 027n±015 04711±022 0311±016 112汁±057 189､±088 074n±025

Typell(%)は2lgイEll長型実生の比率,試験区A,BについてCとのちがいをZ検定した (■はp<005,日はp<001で有悲).玉石主
と′r爪牢の数字は平均佃 (Scheff6の多盃検定,p<005)と燃料砧丑O炎なるアルファベy卜は有忠差を来す｡L.-.,I,1….はそれぞれ
一次JIll妓軸と二次伸長架o

Typell(鶴)ShowspercentageofseedlingsoftwoflashestypeDlrrel.enCeOfPlotAorBf10mCwastestcdby之(事slglllflCantat
p<005,… slglllrlCantatP<001)NumelalslnWelghtco)LullnalellleanS(Scheff6'Smultiplerangetest,p<005)andstandalddevla-
t)OnsDlffelentalphabetsshowslgnlficantdlfrelenCe L■#and
tlVe】y

型の株官並を比較すると,兼重や幹枝重で差が大きく,2回

伸長型でTnR率が市かったoなお,果実重と伸長型とのrm二

は明確な榊係は認められなかった｡

図-2に,実生並を実生発生所要El数との関係で示す.

試験区A,B,Cともに,実生重と実生発生所要日数との糊

に負の相IXJがあり,相関係数はそれぞれ 一010,-032●,

-043日 であった｡なお,実生発生所要日数と伸長型との間

には明確なF姻係は認められなかった｡

図-3に,果実重と実生発生所要日数との関係を示す｡釈放

区A,B,Cともに,両者の間に有意な相関はなく,それぞ

れが実生重に対して独立して飽くことが示された.実生並を

El的変数とし,果実重と実生発生所要日数を説明変数として

重回帰分析したところ,韮相関係数は試験区A,B,Cでそ

れぞれ070,0.64‥,0.68日 となり,果実重との単相関係
数に比べ,とくに就験区Cで増大した0

332 諮柴被校盤の影響

実生重に及ぼす諸共被怒量の影響を見たのが,衣-4であ

る｡名訳験区での実生重は,実生数の少なかった試験区Aと

の間では有忠:差はなかったが,実生重は破綻量が多くなるに

つれ増大する傾向があり,試験区B,C間では有意差が認め

られた｡就験区B,C間の差を器官ごとに見ると,粘並と粋

Lr3.AlepIeSentleavesofthefit.Sl,Rashandthesecondna511,reSpeC-

枝重で有意差があったが,根塵ではなかった.柴盃について

一次伸長架と二次伸長発に分けると,試験区B,C間のちが

いは二次伸長葉で大きかったが,有意ではなかった｡一方,

T収率は,落葉被艶B｡i'が増すにつれ大きくなり,筑較区間の

ちがいはすべて有意であった｡また,2回伸長塑実生の比率

は,試験区Cで大きく,A,BはCに比べ明らかに小さかっ

た.

4.考 察

41 落柴被顎と実生の発生

搭乗椎qL屑は一般に種子の発芽床として不適当で実生の定

番を阻害するが37･別),種子サイズの大きいものでは保湿効果
によって好影響をもたらすとされている46)｡古くから,ナラ

類などでは4,5cm程度の厚さの諮紫屑が発芽床として好適

とされている'9)｡このような発芽床 (種子が位かれる培地)

に関する議論はこれまで多くなされているが,種子を校う落

J#畳に注目した研究は少ない｡北畠】8)は,ブナやミズナラで

は板葺生長が150gm~2でも300gm12でも実生の発生率は同じ
であったとしているOこの試験では,春の失生発生以降は瀧

水しているので,試験を開始したT111年の秋から翌年の実生発

生までの期間については,洛柴被ELE茄の多少は実生発生に影



響しないことを示唆している｡他方,相木ら】5)は,秋に試験

を開始しl年経過後の調査で,落葉被覆の厚さが2-5cmの

条件下で来生の生残を認めているo

l7-6紫被軌 ま,地表下土壌の温度への影響もあるが,土壌表

面からの蒸発を著しく抑制する (衣-1).被校量が多い場合

には,落柴自体がもつ水分も保持されるので30),地表面や地

表下土壌は湿潤に保たれるO一方,諮架被覆量があるレヘル
以下になると,地表下土壌の乾燥が急激に進む (表-1)｡試

験区Aで実生発生率が極端に低かったのは,被預愚が少ない

ために陀燥害が起こったことによると考えられる0

本試版では,乾燥が原因と見られる死亡については,発根

の前と後に死亡したものが,それぞれ観察されたが,死亡時

期は明確にはできなかったoLかし,いずれにせよ,上肱軸

が落共屑から出たものでは,その後の死亡はなかったことか

ら,洛兼被鞍の有如および被詔量の多少は,実生の発達段階

における発根前および発根後の段階で,おそらく種子内水分

量への影響を適 して生死に大 きく関与すると考えられ

る 1228㌧

42 落柴被孜と実生の成長

実生重に対しては,果実重と実生発生日が明らかに影響し

ていた (図-1,2)O種子重が発芽後の光合成系の発達を通し

て初期成長の大きさを決定することは,よく知られてい

る226111)｡また,一般に種子の発芽勢が高いほど初期成長は旺

盛とされており∃G),洛柴被鞍下のコナラ種子では実生発生日
の早いもので大きな成長丑を示すことが確認されているLう)O

種子貯蔵物質に依存する成長ステージにおいて,貯蔵物質量

が多いことに加えて,より短期間に一次伸長を完了すること

が,大きな兼量確保につながるのであろう】口)0

ところで,コナラ当年生実生の成長量は,二次伸長が起こ

るか否かで大きく異なるJ21｡果実重と実生発生所要日数を従

属変数とする重剛希分析において,決定係数がどの試験区で

も05以下で,それほど高くなかったのは,実生が二次伸長を

するかしないか,すなわち伸長型が影響しているためと考え

られる (衷-3)O伸長型は果実重や実生発生EIの影響を受け

ないと見られたことから (図-1,2),実生重の変動について

は二次伸長を支配する要因が第3の要因として考えられる｡

一般に,ナラ類実生の二次伸長は,実生が利用する光や土壌

水分などの生育条件の良いところで起こると見られてい

るLA10)o

洛柴被覆-riaは,実生重の変動に関与する上述の3要因のう

ち,実生発生日および伸長型と深くかかわっている (表12,

4)｡被役立の増大は,実生発生日に対しては遅らせる効果を,

伸長丑堂に対しては2回伸長型に導く効果をもたらすoつまり,

実生重に対して,前者はマイナス効果,後者はプラス効果を

もたらす｡試験区Cで平均実生重が大きかったのは (衣-4),

落柴被初のプラス効果がマイナス効果を上回ったことによる

と理解される｡

活発被粒量の増大が実生発生を遅らせるのは,種子上肱軸

が落葉屑を賀通する際の物理的な影響35)のほかに,温度上

昇の抑制 (日最高気温の低下)による上肢軸仰長速度の低下

コナラ兇実に対する孫架被寺聖が尖生の発生と成長に及ぼす彩智2637

が関係するのかもしれないO一方,被群立の増大により二次

伸長が促進されるのは,地表面および地表下土壌が湿潤に保

たれるためであろうoこの湿潤環境は,一次伸長柴の形成期

において,種子内子柴の水分量を維持し貯蔵物質の分解 ･移

動を容易にする｡また,一次伸長柴形成期以降も,根からの

水分や養分の吸収を円滑にするので,一次伸長紫のCO2気孔

コンダクタンスを高く維持すると見られる｡こうしてもたら

される個体の良好な栄養状態は,二次伸長を促進すると考え

られる5㌧

43 諮紫被役立の設定

試験区B,C間で実生の発生率にちがいかなかったことか

ら (表-2),関空度の大きい場所でも,落葉被投量が200g

mー2(厚さ35cm)以上あれば,発生率の大きな低下は起こり

にくいといえる.また,試版ポットCB,C｡間でpF億にちが

いがなかったことから,400あるいは500gm【2以上の活発被

役立は必要ないであろう｡

試験区B,C間では,実生発生率は同じであったが,実生

重は試験区Cで大きかったことから (衣-4),17;2過被襟量は
発生率と成長-ii土で輿なり,前者で少ないように推測される｡

しかし,この点については,より充英した設計の試験が必輩

である｡今後は,林地の関空皮との関係を考慮して,さらに
試験を進めたい｡
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